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1.組織の概要

【事業所名および代表者名】

代表取締役　 　新 谷   茂

【所在地】

【環境管理責任者氏名及び担当者連絡先】

氏名 　江口 興貴　　　　TEL 0880-82-3325　 　FAX 0880-82-3441

E-mail  :  k-eguchi@tiara.ocn.ne.jp

【事業内容】　

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

877 百万円

活動規模 単位 2020年度 2021年度 2022年度

売上高 百万円 269 503 877

従業員 人 18 19 22

事務所床面積 m2 105 105 105

倉庫床面積 m2 157 157 157

資機材置場面積 m2 2,600 2,600 2,600

新谷建設 株式会社

特定/一般建設業　（主に 土木一式工事）

・建設業許可

許可番号　　　　　高知県知事　許可（特—4）　第　2762号

【本社】

高知県土佐清水市 天神町2番1号

【倉庫・資材置場】

従業員数　　　　22人　（2023年 4月 現在）

〒　787-0305 〒　787-0559

許可年月日 令和 4年10月 8日  ： 許可の有効年月日　令和 9年10月 7日

建設業の種類 土木工事業　とび・土工工事業　石工事業　鋼構造物工事業

舗装工事業　しゅんせつ工事業　塗装工事業　水道施設工事業

高知県土佐清水市 下川口1763番1号

解体工事業　

TEL 0880-82-3325

FAX 0880-82-3441

【事業規模】

資本金　　　　　2300万円

設立年月日　　　昭和　36年（1961年）　11月

敷地面積　　　　2910ｍ2　  （本社：310ｍ2　　倉庫・資材置場：2600ｍ2）

売上高　　　　（2022年 5月～2023年 4月） 

延べ床面積　　　262ｍ2　　 （本社：105ｍ2　　倉庫・資材置場： 157ｍ2）

（各年度 5月～ 4月まで） 
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2.対象範囲（認証・登録範囲）、レポートの対象期間及び発行日

【対象範囲（認証・登録範囲）】

　

新谷建設 株式会社　　　全組織、全活動、本社及び倉庫・資材置場

　　　　　　　　　　　　

【レポートの対象期間】

2022年　4月　～　2023年　3月

【環境経営レポートの発行日】

発行日：　2023年　5月　16日

次回発行予定：　2024年　5月

【作成責任者】

環境管理責任者　江口 興貴

舗装工事業　しゅんせつ工事業　解体工事業

　(環境活動の範囲は、本社業務及び現場事務所と作業現場)

事業活動　： 土木工事業　とび・土工工事業　石工事業

国道321号線の海岸
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

代表取締役　　　 　　　　

代表取締役　　　 　　　　

新 谷 建 設 株 式 会 社

建設作業現場及び本社業務における廃棄物の削減、再資源化します。

水資源の節水を行います。

事業活動に関連する環境関連法規制等や当社が約束したことを遵守します。

全従業員に環境保全教育を行い、積極的に環境負荷の低減を図ります。

事務用品のグリーン購入や環境に配慮した新技術・資材の利用促進に取り組みます。

地域周辺に対するボランティア活動等の環境保全活動へ積極的に取り組みます。

生物多様性の保全に配慮し、与える影響を考慮した行動を心掛ます。

国連の持続可能な開発目標ＳＤＧｓ達成に向け、環境・社会・経済の側面に継続的に取り組みます。

環境経営方針を全従業員に周知し、環境経営レポート等で一般に公表します。

制定日：2010年 11月 25日

改定日：2023年   5月 16日

3. 環境経営方針

【 環 境 経 営 理 念 】

【 基 本 方 針 】

トラック・重機・車輌の燃料使用量削減により、二酸化炭素排出量を削減します。

当社は、豊かな自然と共生する地域での事業活動を行う上で、 環
境に配慮した行動のできる企業として、全社員一丸となって環境負
荷の削減及び低減を図り、環境を次世代への財産として環境保全活
動に積極的に取り組み、継続的改善による環境経営を推進していき
ます。

新谷 茂

新谷 航也
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4.環境管理組織体制

環境経営システム役割・責任・権限表

役割・責任・権限

代表者（社長）
・環境経営に関する統括責任。

・環境経営システムの実施に必要な　人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備。

・環境管理責任者の選任。

総務部

・環境経営方針の策定、見直し、指示及び全従業員へ周知

仮谷 美香

・経営における課題とチャンスの明確化。

環境管理責任者
・環境経営システムの構築、実施、管理。

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認。

・環境経営レポートの承認。

・環境経営の取組結果を代表者へ報告。

工務部

環境事務局
・環境管理責任者の補佐。

戸田 次男

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組みの自己チェックの実施。

倉庫・資材置場管理担当
戸田 次男

・環境経営目標・環境経営計画・環境管理組織体制・環境経営レポートを確認。

・環境経営目標・環境経営計画・環境管理組織体制を承認。

・代表者による全体の評価と見直し、指示を実施。

・環境経営レポートの作成、公開

・環境経営目標、環境経営計画、環境管理組織体制の原案作成。

・環境経営の実績集計（各データの集計）。

・環境関連法規等取りまとめ表の作成。

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施。

・関連文書の記録。管理。

・教育訓練の実施。

全従業員・作業所
倉庫・資材置場管理担当

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚。

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営へ参加。

代表者
（代表取締役）

新谷 茂

新谷 航也

全従業員・作業所

廃棄物排出量削減担当
戸田 次男

二酸化炭素排出量
・ 総排水量削減担当

仮谷 美香

関係法規等担当
谷本 宗明

環境事務局

環境管理責任者
江口 興貴
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5.環境経営目標 作成日：

電力使用量 -13%

（kＷｈ） 19,041 16,566

燃料使用量 -13%

（Ｌ） 171,649 149,334

二酸化炭素排出量 -13%

（kg-CO2） 445,059 396,345

一般廃棄物排出量 -13%

（ｋｇ） 326 284

産業廃棄物排出量 -13%

（ｔ） 1,047 910

総排水量（水使用量） -13%

（ｍ3） 239 208

グリーン購入 58%

(購入回数) 23 37

月１回以上

　（回） 12 12

環境保全活動・ 月１回以上

地域貢献活動 　（回） 12 12

・基準年は、過去３年間（2009年度・2010年度・2011年度）の実績の平均値とした。

・グリーン購入の目標と達成率について、購入回数とした。
・環境配慮技術・資材の利用推進の目標と達成率は、環境に配慮した新技術・資材の情報収集（情報収集は月１回以上）

　原材料(県産品、県産間伐材使用、リサイクル資材等)　の使用、環境負荷の少ない工法(環境汚染・濁水対策等の
　環境配慮工事）、機械(低騒音・排ガス対策型重機)の使用を推進する。

環境配慮技術・
資材の利用推進

新谷建設（株） 第 10 版　ＱＪ－30

（１）単年度目標　：　(対象期間：2022年　4月～2023年　3月)

・ 環境経営目標設定における基準年は、過去3年間の実績平均値としました。

項
基準年

(過去３年平均)
2022年度
(目標値)

・建設現場より発生する産業廃棄物は、件数や種類によって大きく左右される為、適正な処理（法規制を遵守した廃棄、
設計書どおりの処理等）を行うことを目標として取り組んでいます。

・実績値のCO2排出係数は、0.552（kg-CO2/kWh)を使用し算定しています。（平成24年11月6日公表)
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 第 10 版　ＱＪ－30

実績値/目標値 原単位(基準年） 原単位
評価判定 実績/百万円 評価判定

電力使用量 -13% 131.8% 54.6 46%

（kＷｈ） 19,041 16,566 21,826 × 24.9 ○

燃料使用量 -13% 92.4% 492.1 32%

（Ｌ） 171,649 149,334 137,955 ○ 157.3 ○

二酸化炭素排出量 -13% 93.2% 1275.8 33%

（kg-CO2） 445,059 396,345 369,452 ○ 421.3 ○

一般廃棄物排出量 -13% 44.2% 0.9 15%

（ｋｇ） 326 284 126 ○ 0.1 ○

産業廃棄物排出量 -13% 46.4% 3.0 16%

（ｔ） 1,047 910 422 ○ 0.5 ○

総排水量（水使用量） -13% 38.9% 0.7 13%

（ｍ3） 239 208 81 ○ 0.1 ○

グリーン購入 58% 173.0%

(購入回数) 23 37 64 ○

月１回以上 341.7%

　（回） 12 12 41 ○

環境保全活動・ 月１回以上 116.7%

地域貢献活動 　（回） 12 12 14 ○

原単位評価売上高 877百万円

2022年度売上高 877百万円

（2）中長期目標

基準年

 過去３年間平均 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

電力使用量 -18% -14% -15% -16% -17%

（kＷｈ） 19,041 15,614 16,376 16,185 15,995 15,804

燃料使用量 -18% -14% -15% -16% -17%

（Ｌ） 171,649 140,752 147,618 145,901 144,185 142,468

二酸化炭素排出量 -18% -14% -15% -16% -17%

（kg-CO2） 445,059 364,949 382,751 378,300 373,850 369,399

一般廃棄物排出量 -18% -14% -15% -16% -17%

（ｋｇ） 326 267 280 277 274 270

産業廃棄物排出量 -18% -14% -15% -16% -17%

（ｔ） 1,047 858 900 890 879 869

総排水量（水使用量） -18% -14% -15% -16% -17%

（ｍ3） 239 196 206 203 201 198

68% 70% 60% 63% 66%

(購入回数) 23 39 40 37 38 39

月１回以上 月１回以上 月１回以上 月１回以上 月１回以上

　（回） 13 12 12 12 12 12

環境保全活動・ 月１回以上 月１回以上 月１回以上 月１回以上 月１回以上

地域貢献活動 　（回） 12 12 12 12 12 12

項目
目標

グリーン購入

環境配慮技術・
資材の利用推進

- -

- -

（2014年度売上高－JV工事売上高）

(基準年度平均売上高:349百万円)

（１）単年度実績　：　(対象期間：2022年　4月～2023年　3月)

6.環境経営目標の実績

環境配慮技術・
資材の利用推進

- -

・ 環境経営目標設定における基準年は、過去3年間の実績平均値としました。

項
基準年

(過去３年平均)
2022年度
(目標値)

2022年度
(実績値)

・建設現場より発生する産業廃棄物は、件数や種類によって大きく左右される為、適正な処理（法規制を遵守した
廃棄、設計書どおりの処理等）を行うことを目標として取り組んでいます。

・実績値のCO2排出係数は、0.552（kg-CO2/kWh)を使用し算定しています。（平成24年11月6日公表)

・グリーン購入の目標と達成率について、購入回数とした。
・環境配慮技術・資材の利用推進の目標と達成率は、環境に配慮した新技術・資材の情報収集（情報収集は月１回以
上とした。）
利用（低騒音・排ガス対策型重機・県産品、間伐材・環境汚染、濁水対策等の環境配慮工事とした）を行う。

・基準年は、過去３年間（2009年度・2010年度・2011年度）の実績の平均値とした。

（kＷｈ）

単年度実績推移　

・ 過去3年間の実績平均値と単年度実績について推移の対比。

前年度比 原単位(前年度） 原単位判定

削減率判定 実績/百万円 （前年度比）

電力使用量 -13% 118% 53.3 47%

（kＷｈ） 19,041 18,546 21,826 16,566 × 24.9 ○

燃料使用量 -13% 94% 422.9 37%

（Ｌ） 171,649 147,038 137,955 149,334 ○ 157.3 ○

二酸化炭素排出量 -13% 95% 1124.3 37%

（kg-CO2） 445,059 390,932 369,452 396,345 ○ 421.3 ○

一般廃棄物排出量 -13% 106% 0.3 42%

（ｋｇ） 326 118 126 284 × 0.1 ○

産業廃棄物排出量 -13% 102% 1.2 41%

（ｔ） 1,047 413 422 910 × 0.5 ○

総排水量（水使用量） -13% 83% 0.3 33%

（ｍ
3
） 239 98 81 208 ○ 0.1 ○

グリーン購入 58% 178%

0 23 36 64 37 ○

月１回以上 月１回以上 171%

　（回） 12 24 41 12 ○

環境保全活動・ 月１回以上 月１回以上 100%

地域貢献活動 　（回） 16 14 14 12 ○

（前年度比）

- -

環境配慮技術・
資材の利用推進

- -

- -

項 過去３年平均値
2021年度

(実績値)
2022年度

(実績値)
2022年度

(目標値)

・グリーン購入の目標と達成率について、購入回数とした。

・環境配慮技術・資材の利用推進の目標と達成率は、環境に配慮した新技術・資材の情報収集（情報収集は月１回以上）

　原材料(県産品、県産間伐材使用、リサイクル資材等)　の使用、環境負荷の少ない工法(環境汚染・濁水対策等の

　環境配慮工事）、機械(低騒音・排ガス対策型重機)の使用を推進する。

・基準年は、過去３年間（2009年度・2010年度・2011年度）の実績の平均値とした。

・建設現場より発生する産業廃棄物は、件数や種類によって大きく左右される為、適正な処理（法規制を遵守した廃棄、
設計書どおりの処理等）を行うことを目標として取り組んでいます。

・CO2排出係数は、平成24年11月6日公表の四国電力の実排出係数0.552（kg-CO2/kWh)を使用し算定しています。

前年度売上高 503百万円

環境目標の実績評価と達成できなかった理由については、

「8.環境経営計画の取組結果とその評価、次年度に向けた取組内

容」に記載する。
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目 標 ㎥

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

・建設現場より発生する産業廃棄物は、件数や種類によって大きく左右される為、適正な処理（法規制を遵守した廃棄、設計書どおりの処理
等）を行うことを目標として取り組んでいます。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
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過去5年間　実績推移対比表

売上高 19.6% 12.6% -47.6% 21.1% 54.7%

（百万円） 494.0 454.0 269.0 503.0 877.0

電力使用量 14.2% 18.5% -7.9% 19.3% 31.5%

総量 （kＷｈ） 17,434.0 18,352.0 13,867.0 18,546.0 21,826.0

原単位 -6.8% 6.8% 26.9% -2.2% -51.4%

（kＷｈ/100万円） 35.3 40.4 51.6 36.9 24.9

ガソリン使用量 -11.2% -48.9% 0.9% -12.2% -25.9%

総量 （　ℓ　） 17,283.5 12,907 19,395 17,126 15,258

原単位 -38.3% -70.2% 32.9% -42.1% -178.2%

（ ℓ /100万円） 35.0 28.4 72.1 34.0 17.4

軽油使用量 -79.4% -93.9% -37.7% -7.7% -14.2%

総量 （　ℓ　） 78,008.1 72,175.3 101,673.0 129,912.0 122,565.0

原単位 -123.2% -121.7% 6.7% -36.5% -152.2%

（ ℓ /100万円） 157.9 159.0 378.0 258.3 139.8

灯油使用量 54.7% -350.0% ##### -161900.0% -22.7%

総量 （　ℓ　） 358 36 0 0 132

原単位 43.6% -414.6% ##### ##### -171.1%

（ ℓ /100万円） 0.7 0.1 0.0 0.0 0.2

二酸化炭素排出量 -63.8% -82.2% -30.9% -7.0% -13.2%

総量 （kg-CO2） 255,360.9 229,598.0 319,506.0 390,932.0 369,451.8

原単位 -103.9% -108.4% 11.3% -35.6% -150.2%
516.9 505.7 1,187.8 777.2 421.3

単位 単価

売上高

（百万円） 877.0 494.0 454.0 269.0 503.0

電力使用量
kＷｈ/年

削減金額 円 /年 27円

ガソリン使用量
削減数量  ℓ /年

削減金額 円 /年 148円

軽油使用量
削減数量  ℓ /年

削減金額 円 /年 130円

灯油使用量
削減数量  ℓ /年

削減金額 円 /年 100円

二酸化炭素排出量 ▲ 0.1 ▲ 0.6 ▲ 0.8 ▲ 0.3 ▲ 0.1

削減数量 kg-CO2 /年

電力単価　 27円/kＷｈ
ガソリン単価　 148円/ ℓ
軽油単価　 130円/ ℓ
灯油単価　 100円/ ℓ 2018年05月　単価使用

（kg-CO2/100万円）

2019年度
(実績値)

352.5

139,953.0

48.4

14,959.0

19,214.0

37.7

0.4

2020年度
(実績値)

2021年度
(実績値)

削減数量　基準年比較一覧　（電力・燃料使用量・CO2排出量　）

2020年度
(実績値)

2021年度
(実績値)

項　目
2022年度
(実績値)

2018年度
(実績値)

2019年度
(実績値)

96,849.0▲ 29,484.091,611.066,825.0185,409.0

▲ 3,956.0

電力・燃料使用量・CO2排出量　年度別一覧

397.0

項　目
2022年度
(実績値)

・ 実績推移における基準年は、2011年としました。
基準年

（2011年度）

2018年度
(実績値)

3587.0▲ 1092.03393.02475.06867.0

162.0

▲ 1,930.5

1,053.9

418,385.0

▲ 6,307.1

▲ 10,041.0

181.0 ▲ 2,088.0

▲ 585,488.0 ▲ 285,714.0 ▲ 933,450.8 26,788.0 ▲ 309,024.0

▲ 161.9

▲ 2,260,440.0 ▲ 8,052,837.0 ▲ 8,811,101.0 ▲ 4,976,400.0 ▲ 1,305,330.0

▲ 27,453.0

▲ 3,000.0 19,560.0 ▲ 12,600.0 ▲ 16,190.0 ▲ 16,190.0

基準年
2011年

▲ 48,933.2 ▲ 163,024.1 ▲ 188,787.0 ▲ 98,879.0

▲ 30.0 195.6 ▲ 126.0 ▲ 161.9

▲ 17,388.0 ▲ 61,944.9 ▲ 67,777.7 ▲ 38,280.0

8



過去　5年間　実績推移状況

実績

変移状況

工事等の件数
（件） 8 26 19 19 17 13 18

売上高　（ＪＶ売上控除）
（百万円） 397 494 454 269 503 877 423

電力使用量
（kＷｈ） 14,959 17,434 18,352 13,867 18,546 21,826 17,497

燃料使用量
（Ｌ） 159,329 95,650 85,118 121,068 147,038 137,955 124,360

二酸化炭素排出量

（kg-CO2） 418,385 255,361 229,598 319,506 390,932 369,452 330,539

一般廃棄物排出量
（ｋｇ） 355 190 128 120 118 126 173

産業廃棄物排出量

（ｔ） 540 661 1,047 228 413 422 552

総排水量（水使用量）

（ｍ
3
） 254 143 239 110 98 81 154

(購入回数) 15 78 23 55 36 64 45

土工（建設発生土）

（ｍ
3
） 17,901 3,962 2,914 9,935 9,663 66,331 18,451

　（回） 12 14 15 18 24 41 21

環境保全活動・
地域貢献活動 　（回） 12 14 14 15 16 16 15

　　直近3カ年の活動実績推移

直近３年平均 2020年度 2021年度 2022年度 単位

18 19 17 13 件

386 269 503 877 百万円

386 269 503 877 百万円

19 18 19 22 人

355,219 319,506 390,932 369,452 （kg-CO2）

982 1,188 777 421 （kg-CO2/百万円)

134,053 121,068 147,038 137,955 （Ｌ）

115,793 101,673 129,912 122,565 （Ｌ）

9,527 9,935 9,119 1,423 ｍ3

0.08 0.10 0.07 0.01  （Ｌ） 

27.5 36.9 18.1 1.6 ｍ3

318.1 378.0 258.3 139.8  （Ｌ） 

項目 5年間平均2022年度
R4(実績値)

2021年度
R3(実績値)

基準年2011年
H23(実績値)

2018年度
H30(実績値)

2019年度
R1(実績値)

2020年度
R2(実績値)

グリーン購入

環境配慮技術・
資材の利用推進

項

工事等の件数

売上高　（ＪＶ売上込）

売上高　（ＪＶ売上控除後）

従業員

軽油_燃料使用量（ｍ3当り）

原単位＿建設発生土量

原単位＿軽油燃料使用量

二酸化炭素排出量

CO2排出量原単位

化石燃料使用量

軽油_燃料使用量

土工＿土量（比重1.8ｔ）

※ 矢印表示（5分類）は、値に対する、「80％」「60％」「40％」「20％」を示す：%は、(最大値-最小値）×n%+最小値 です
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7.環境経営計画

SDGｓ 部署・担当者

地域貢献活動
1.ロードボランティア活動を行う。
2.現場周辺道路の清掃する。
3.作業所周辺の美化・イメージアップ活動を行う。

グリーン購入

1.エコマーク文具を優先して購入する。
2.コピー機カートリッジをリサイクル業者に渡す。
3.コピー用紙は全量グリーン商品を購入する。
4.県産木材を優先して購入する。

環境配慮技術・資材
の利用推進

1.環境に配慮した新技術・資材の情報収集・利用を行
う。
 （情報収集は月１回以上）
2.環境に配慮した原材料の使用を推進する。
　(県産品、県産間伐材使用、リサイクル資材等)
3.環境負荷の少ない工法、機械の使用を推進する。
　(環境汚染・防塵・濁水対策等の環境配慮工事）
　(低騒音・排ガス対策型重機)

環境保全教育
1.エコアクション21活動による環境意識向上。
2.環境経営の状況把握や改善指示。
3.手順の適切性・有効性を確認。

廃
棄
物
削
減

一般廃棄物
排出量

の削減
1.ミスプリントの回収箱を設置し裏面を再使用する。
2.両面印刷を心がける。
3.ゴミの分別を徹底し、再資源化する。

産業廃棄物
排出量

の削減

1.再生材料を使用する。
2.運搬・処分委託契約を必ず交わす。
3.処分場の許可、現地の状況を確認する。
4.マニフェスト伝票による管理を徹底する。

Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
の
削
減

電力使用量 の削減

1.不要時の消灯。
2.機械設備・OA機器の電源OFF。
3.エアコンの設定温度。
（夏季2８℃±１℃）（冬季2０℃±１℃）
4.現場内夜間灯火設備の太陽光発電設備への移行。
5.事務所内蛍光灯照明設備からLED照明への適時移行。

新谷建設（株） 第 10 版　ＱＪ－30

項　　　　目 活動内容

対象期間　：　 2022年　4月～2023年　3月

1.水道水を出しすぎない。
2.止水を行う。
3.節水表示を行う。

燃料使用量 の削減

排
水
量
削
減

水使用量 の削減

1.重機・車輌のアイドリングストップ運動の推進。
2.急発進・急加速・空ぶかしの禁止。
3.現場等への移動の際、極力乗り合わせを行なう。
4.余分な積載物を乗せない。
5.不要積載物の有無、タイヤ空気圧の確認。
6.重機動力はフル稼働とせず、８割運動の推進 。
7.現場への物品積込の繰返し配車防止の為、忘れ物が
   無いように打合せ等を行い準備する。

・総務部
・工務部
・現場担当者

・工務部

・工務部
・現場担当者

・総務部
・工務部
・現場担当者

・総務部
・工務部
・現場担当者

・総務部
・工務部
・現場担当者

・工務部
・現場担当者

・現場担当者

・環境事務局

・工務部

・総務部
・工務部
・現場担当者

・工務部

・工務部
・現場担当者

・総務部
・工務部
・現場担当者

・総務部
・工務部
・現場担当者

・総務部
・工務部
・現場担当者

・工務部
・現場担当者

・現場担当者

・環境事務局

・工務部
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8.環境経営計画の取組結果とその評価、次年度に向けた取組内容

対象期間　：　 2022年　4月～2023年　3月

部署・担当者 取組結果 判定

　

見直し　（次年度の取組内容）
（次年度2022年4月～2023年3月）

地域貢献活動

環境保全教育

×の削減

の削減
一般廃棄物

排出量

環境配慮技術・
資材の利用推進

グリーン購入

の削減水使用量

の削減
産業廃棄物

排出量

の削減

×

ＣＯ2排出量

の削減燃料使用量

電力使用量

×

○

○

○

○

○

×

×

年間での目標達成には至らなかっ

たが、原単位での削減達成となっ

ており評価できる。

主な増加要因は現場事務所の設

置数増加によるものと考えられる。

現場事務所や各所に啓発ｽﾃｯｶｰを

貼り、消灯等の意識や活動は徹底

出来ていた。

・昼休みの消灯、不要照明の電源を切る、

パソコンの電源オフやスリープの活用な

ど細かな節電を継続する。

・現場内夜間灯火設備の太陽光発電設備

への移行を行う。

・事務所内の電灯設備を、適時LED照明

に移行していくなど、今後も継続して行

う。

総合的には年間削減目標、原単位共

に達成でき評価できる。

軽油使用量に関して浚渫や土工工

事期間の重機使用増加に伴い月間目

標の達成には至っていない、更にガ

ソリンの使用量も遠距離通勤により
月間使用量の増加がみられた、削減

達成には至らなかったが避けられな

い増加である為、総評としては評価

できる。

・今後も重機のアクセル８割運動など
ﾌﾙﾊﾟﾜｰ操作抑制を推進継続。
・現場への乗り合わせ、不要積載物の
確認、効率的な稼動の意識、現場への
物品積込の繰返し配車防止、積み忘れ
が無いよう打合せを行い準備し、今後
も継続する。

環境に関する新技術や資材情報入手し全

現場にてLEDソーラーの導入、コンク

リート工事3項目、濁水対策2項目による

NETIS新技術利用を行った。

・分別も確実に行われ、段ボー

ル箱や雑誌類もリサイクルされ

目標もクリア出来ている。

・裏面再利用・両面印刷の徹底
が出来ている、空缶等の再生資
源回収も定着している。

・廃棄物の処理及び建設リサイ
クル法など遵守の上、適正に処
理できている。 再生材料の使
用も問題ない。

今後も継続する。
使用品目のグリーンラベルを確認し
今後も品目移行を行う。

コピー用紙の全量グリーン商品
への移行、関係品目の移行増加
ができている。

今後も新技術・資材の情報収集を継
続し、積極的に利用する。
・重機やリース機械は、環境配慮型
機械の積極的使用に努める。

節水の周知徹底、現場仮設トイレ

排水への雨水の利用等、意識向上に

より目標達成できている。

作業所周辺の美化・清掃・工区付
近ボランティア活動やロードボラン
ティア活動共に実施達成できている。

今後も継続する。

印刷前の確認の徹底にて、ミスプリ
ントを減らす。

・連絡や通知は電子媒体を使用する。

作業所周辺の美化・イメージアップ
活動にも力を入れ、今後も継続する。

今後も継続する。

環境負荷低減についての意識向
上や手順の適切性・有効性の確認
を行い達成できている。

今後も継続する。

評価（○）目標達成
評価（×）未達成

目標達成状況 →

判定評価方法は環境経営目標達成率にて判定する。

・件数や工種による、燃料使用量に左右さ
れる為、今後も今燃料・電気共に継続し
て動向に注視する。

・総務部
・工務部
・現場担当者

・工務部

・工務部
・現場担当者

・総務部
・工務部
・現場担当者

・総務部
・工務部
・現場担当者

・総務部
・工務部
・現場担当者

・工務部
・現場担当者

・現場担当者

・環境事務局

・工務部

・総務部
・工務部
・現場担当者

・件数や工事内容により、排出量
が左右されるが今後も適正処理を
継続する。

軽油燃料使用量の減少に伴い、
二酸化炭素排出量も目標が達成
できた。
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9.次年度環境経営計画

SDGｓ 部署・担当者

新谷建設（株） 第 10 版　ＱＪ－30

対象期間　：　 2023年　4月～2024年　3月

項　　　　目 活動内容

Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
の
削
減

電力使用量 の削減

1.不要時の消灯。
2.機械設備・OA機器の電源OFF。
3.エアコンの設定温度。
（夏季2８℃±１℃）（冬季2０℃±１℃）
4.現場内夜間灯火設備の太陽光発電設備への移行。
5.事務所内蛍光灯照明設備をLED照明へ適時移行。

燃料使用量 の削減

1.重機・車輌のアイドリングストップ運動の推進。
2.急発進・急加速・空ぶかしの禁止。
3.現場等への移動の際、極力乗り合わせを行なう。
4.余分な積載物を乗せない。
5.不要積載物の有無、タイヤ空気圧の確認。
6.重機動力はフル稼働とせず、８割運動の推進 。
7.現場への物品積込の繰返し配車防止の為、忘れ物が
   無いように打合せ等を行い準備する。

産業廃棄物
排出量

の削減

1.再生材料を使用する。
2.運搬・処分委託契約を必ず交わす。
3.処分場の許可、現地の状況を確認する。
4.マニフェスト伝票による管理を徹底する。

排
水
量
削
減

水使用量 の削減
1.水道水を出しすぎない。
2.止水を行う。
3.節水表示を行う。

廃
棄
物
削
減

一般廃棄物
排出量

の削減
1.ミスプリントの回収箱を設置し裏面を再使用する。
2.両面印刷を心がける。
3.ゴミの分別を徹底し、再資源化する。

グリーン購入

1.エコマーク文具を優先して購入する。
2.コピー機カートリッジをリサイクル業者に渡す。
3.コピー用紙は全量グリーン商品を購入する。
4.県産木材を優先して購入する。

環境配慮技術・資材
の利用推進

1.環境に配慮した新技術・資材の情報収集・利用を行
う。
 （情報収集は月１回以上）
2.環境に配慮した原材料の使用を推進する。
　(県産品、県産間伐材使用、リサイクル資材等)
3.環境負荷の少ない工法、機械の使用を推進する。
　(環境汚染・防塵・濁水対策等の環境配慮工事）
　(低騒音・排ガス対策型重機)

環境保全教育
1.エコアクション21活動による環境意識向上。
2.環境経営の状況把握や改善指示。
3.手順の適切性・有効性を確認。

地域貢献活動
1.ロードボランティア活動を行う。
2.現場周辺道路の清掃する。
3.作業所周辺の美化・イメージアップ活動を行う。

・総務部
・工務部
・現場担当者

・工務部

・工務部
・現場担当者

・総務部
・工務部
・現場担当者

・総務部
・工務部
・現場担当者

・総務部
・工務部
・現場担当者

・工務部
・現場担当者

・現場担当者

・環境事務局

・工務部

・総務部
・工務部
・現場担当者
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10.次年度環境経営目標

基準年 次年度目標

過去3年平均
(2020.4

～2023.3)
2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

電力使用量 -2% -3% -4% -5% -6%

（kＷｈ） 18,080 17,718 17,537 17,356 17,176 16,995

燃料使用量 -2% -3% -4% -5% -6%

（Ｌ） 138,686 135,912 134,525 133,138 131,751 130,364

-2% -3% -4% -5% -6%

（Ｌ） 17,113 16,770 16,599 16,428 16,257 16,086

-2% -3% -4% -5% -6%

（Ｌ） 121,443 119,014 117,800 116,585 115,371 114,157

-2% -3% -4% -5% -6%

（Ｌ） 130 127 126 125 124 122

二酸化炭素排出量 -2% -3% -4% -5% -6%

（kg-CO2） 358,761 351,586 347,999 344,411 340,823 337,236

一般廃棄物排出量 -2% -3% -4% -5% -6%

（ｋｇ） 122 119 118 117 116 114

産業廃棄物排出量 -2% -3% -4% -5% -6%

（ｔ） 401 393 389 385 381 377

総排水量（水使用量） -2% -3% -4% -5% -6%

（ｍ3） 96 94 93 92 92 91

35% 40% 43% 45% 48%

( ％ ) 30 35 40 43 45 48

（件数） 全件 全件 全件 全件 全件 全件

環境保全活動・ 月１回以上 月１回以上 月１回以上 月１回以上 月１回以上

地域貢献活動 　（回） 12 12 12 12 12 12

　　　(対象期間：2023年度～2027年度)

環境配慮工事

・グリーン購入の目標と達成率(%)について、商品購入金額に占めるグリーン商品購入金額とした。
・環境配慮工事の目標と達成率は、環境配慮工事の実施件数（件）／総工事件数（件）として、環境配慮として主に下記を実施する。

　環境に配慮した新技術・資材の情報収集、原材料(県産品、県産間伐材使用、リサイクル資材等)　の使用、環境負荷の少ない工法

　(環境汚染・濁水対策や、生物多様性への環境配慮）、機械(低騒音・排ガス対策型重機)の使用を推進する。
・基準年は、過去３年間（2020年度・2021年度・2022年度）の実績の平均値とした。

項目

中長期目標

ガソリン使用量

軽油使用量

灯油使用量

グリーン購入

新谷建設（株） 第 10 版　ＱＪ－30

・ 次年度環境経営目標設定における基準年は、過去3年間（2020年、2021年、2022年）の実績平均値使用

・建設現場より発生する産業廃棄物は、件数や種類によって大きく左右される為、適正な処理（法規制を遵守した廃棄、
設計書どおりの処理等）を行うことを目標として取り組んでいます。

・CO2排出係数は、令和4年2月17日公表の四国電力調整後排出係数0.574（kg-CO2/kWh)を使用し算定しています。
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（１）環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

適用される環境側面
遵守評価

結果

○

○

粉塵 ○

○

○

火災による煙 ○

○

○

○

工事施工による濁水 ○

作業車等の洗車よる濁水 ○

廃棄物の処理 ○

　　清掃に関する法律 　工事産業廃棄物による環境影響 ○

○

○

—

多量排出事業者 ○

（発生量が1000ｔを超過し該当した場合） ○

特定管理産業廃棄物 ○

一般ゴミ ○

空缶等の散乱防止及び環境美化 ○

廃棄物の飛散・流出による環境影響 ○

○

○

火災発生による環境影響 ○

○

○

家電製品の廃棄 ○

建設工事資材の消費 ○

浄化槽設備よりの排水・悪臭 ○

○

○

作業車等によるCO2排出 ○

○

○

温室効果ガスの排出の抑制等の ○

ための措置、地球温暖化対策 ○

環境保全に関する活動や配慮と ○

その評価 ○

大気中への放出による環境影響 ○

○

○

○

※点検時期・測定頻度はその都度

（2）違反、訴訟等の有無

対象期間　：　 2022年　4月～2023年　3月

自然公園法　第十四条 保護該当地における許可申請の確認

（国立公園及び国定公園） 公園内の緑化は在来種種子を使用する
自然の風景地の保護、生物多様性の確保

法規法令・規則名等

重機建設機械使用等による騒音

水質汚濁防止法

定期自主検査表

始業前点検表

消火設備の配置状況

遵守評価の根拠
(法的規定届出書以外の

ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等)

環境教育

法定点検の実施

(車検・法定点検)

安全訓練勉強会実施

場外保管場所の囲い・掲示版設置

業務委託契約書

火気の管理状況

消火設備の配置状況

特定管理産業廃棄物責任者の選任

重機建設機械使用等による振動
著しい振動が発生する可能性の
有る場合の振動調査票

著しい騒音が発生する可能性の
有る場合の騒音調査票

大気汚染防止法

車検証

振動規制法

作業車・重機械等によるCO2排出

作業車・重機械等よりの油の流出

火気の管理状況

騒音規制法

始業前点検表

散水等による対策配慮状況

   及び清掃に関する条例 

環境配慮促進法

環境活動評価・環境教育

マニフェスト・現場巡視

フロン排出抑制法 第一種特定製品についてフロン

道路交通法

委託先の許可証写し

緊急事態結果記録（防火訓練）

ﾘｻｲｸﾙ業者への引渡し伝票等

予防処置の配慮実施情況

車両交通事故による環境影響
道路占有・使用許可申請

廃棄物の処理及び

建設工事に係る資材の
再資源化等に関する法律

浄化槽法 浄化槽点検表（年１回の保守点検、清掃）

沈砂池、排水路の確認・整備

土佐清水市廃棄物の処理

マニフェスト交付状況報告書

マニフェスト

廃棄物処理計画書

産業廃棄物処理計画実施状況

再資源利用促進計画書

11.環境関連法規等の遵守状況の確認
及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

消防法

業務委託契約書

委託先の許可証写し

 (家電リサイクル法)

特定家庭用機器再商品化法

道路運送車両法

環境型社会形成推進基本法

流出点検（3カ月に1回の点検）

環境教育・現場巡視

土佐清水市環境衛生条例 指定ゴミ袋の使用

マニフェスト・グリーン購入

環境活動の取組・実施状況

　　関する法律　(温対法)

原材料等の廃棄物化抑制処置、適正利
用と処分、循環的利用による循環資源
化

地球温暖化対策の推進に 環境活動の取組・実施状況

再資源利用促進計画書

過去3年間（2020年度・2021年度・2022年度）において、当社の業務に対しての環境上の苦情はありません。

また、環境関連法規等に関しての違反、訴訟もありません。
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　（１０．環境上の緊急事態への準備及び対応）

12.代表者による全体の評価と見直し・指示

保管：環境事務局

（達成できなかっ
た場合の原因）

当社の業務に対しての環境上の苦情・要望はありません。

環境関連法規等に関して違反、訴訟はありません。

現在のところ、変更の必要は無い。

現在のところ、変更の必要は無い。

現場事務所設置数の増加に伴う電気・灯油使用量が増加、遠距離現場への通勤による

ガソリン使用量の増加が見られたが、原単位では削減となり評価できる。

重機のアクセル８割運動、ﾌﾙﾊﾟﾜｰ操作抑制、乗合せ等の打合せが徹底され評価でき

る。

電力使用量・灯油・ガソリン使用量（原単位では目標達成）以外は、すべて達成されている

燃料使用量について、重機のアクセル８割運動、ﾌﾙﾊﾟﾜｰ操作抑制の徹底され、大規模な土工

が少なかった事などにより削減が確認できた。（原単位では全ての環境経営目標削減達成がで

きた）

・グリーン商品、環境対策型エアコンの導入、環境配慮型の新技術利用が出来ている。
・電力使用量、一部燃料以外は、すべての目標達成を確認し、活動が有効と評価できる。

現場事務所増設に伴い、電力・灯油使用量が目標達成には至らなかった為、今後も

電力使用量、燃料使用量の削減への取組を改善課題とする。（原単位では目標達成

有効に機能している、今後も活動内容の見直しを行い、更なる改善に努める。

現在のところ、変更の必要は無い。

現在のところ、変更の必要は無い。

□環境経営活動計画の実施及び運用結果

□環境関連法規等の遵守状況

前回の指示への
取組み結果

　　そのものの処置：　□有・□無　　　再発防止：　　□必要・□不要

変更の必要性の
有無・指示内容

□環境経営方針　　　　（変更の必要性：　□有・□無）

□環境経営計画　　　　（変更の必要性：　□有・□無）

□実施体制　　（変更の必要性：　□有・□無）

評価の確認

□環境経営目標の達成状況

□環境に関する苦情・要望

□環境経営目標　　　　（変更の必要性：　□有・□無）

今回の評価
見直し・指示

□環境経営システムが有効に機能しているか

□環境への取組みは適切に実施されているか

□改善点について

□総合評価

（達成できな
かった場合の原
因）

当社の業務に対しての環境上の苦情・要望はありません。

環境関連法規等に関して違反、訴訟はありません。

現在のところ、変更の必要は無い。

現在のところ、変更の必要は無い。

現場事務所設置数の増加と工事長期化に伴い電力使用量の増加により目標の達成には至

らなかった。 燃料使用量において浚渫工、土工に伴う軽油の使用量増加や遠距離通勤に

よるガソリン使用量の増加、コンクリート養生での灯油使用量増加が見られ、月間目標の

削減達成には至っていないが、工事種別や規模に起因する事から、運用状況は良好である

と評価できる。

総合評価として電気使用量以外は、年度目標、原単位ともに削減達成となっており評価

できる。

電気使用量以外は、全ての環境経営目標の削減達成ができた。

現場内LEDソーラー設備への移行、事務所内の電灯設備の間引きや適時LED照明への移行も出来て

おり評価できる。

レポートの簡潔化「見やすい、見える化」への取り組みに関しては、今年度も分析判断数値の細分

化が散見され、見にくい為、改善が必要である。

・現場内LEDソーラー設備、事務所LED照明への移行、環境配慮型の新技術の継続利用が出来ている。

・電気使用量以外は、目標の達成はできており、全体の活動は有効と評価できる。

分析の為の判断数値が散見され、レポートが数字に埋まり見難くなってきた事

から、「見やすい、見える化」に対し、シンプル簡潔を念頭に改善に努める。

有効に機能している、今後も活動内容の見直しを行い、更なる改善に努める。

現在のところ、変更の必要は無い。

現在のところ、変更の必要は無い。

総合的には、電力以外の目標は達成されており、有効性が評価できる。
電力使用量増加は、現場事務所設置数の増加・長期設置に伴い、遠距離現場、

大規模土工による、ガソリンや軽油使用量の増加は、工事種別や規模に左右さ

れ避けられないものである事から、今後も継続して評価分析を行い、小さな削

減や細かな改善を意識して取り組みを行う。

発行日：　2023年　5月　16日

代表取締役　　　 　　　　　　

代表取締役　　　 　　　　　　

新 谷 建 設 株 式 会 社

新谷 茂

新谷 航也
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13.環境経営活動等、その他の取組

環境経営活動の取組状況
それぞれの活動箇所に提示し
（リサイクル活動）

（節電・節水活動）

ミスプリント用紙回収 インクカートリッジ回収

古切手回収空き缶：プルタブ回収

節電の啓発活動 節水（トイレタンク）

節電・温度設定の啓発活動 節水の啓発活動
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環境経営活動の取組状況

（環境保全活動）

節水活動（手洗い水：谷水使用）

一般廃棄物削減（重量計測）

地域清掃活動（ロードボランティア）

節電型　複合コピー機

地域清掃活動（ロードボランティア認定証）

排ガス対策：重機アイドリングストップの要請

（レイタンス処理液を排除）

イメージアップ活動（デザイン看板）

環境配慮：新技術活用
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環境経営活動の取組状況

（環境保全活動）

環境配慮：重機低騒音・排ガス対策

濁水流出対策（沈殿槽設置） 濁水流出対策（沈殿槽設置）

環境配慮：重機低騒音・排ガス対策

環境配慮：重機低騒音・排ガス対策

粉塵対策（散水）

車輌・燃料使用量削減の啓発活動 重機・燃料使用量削減の啓発活動
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環境経営活動の取組状況

（環境保全活動）

（夜間灯火設備）

緊急時対応：消火設備

緊急時対応：油流出事故対策
(油処理剤） (油吸着マット）

緊急時対応：油流出事故対策

環境配慮：グリーン購入 環境配慮：グリーン購入
(コピー用紙） (文房具類）

新技術導入：ソーラー電源

(環境レポート・各手順書　掲示）

新技術導入：ソーラー電源

緊急時対応：消火訓練

（夜間灯火設備）
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環境活動の取組状況

（環境保全活動）

(黒板チョーク）

(啓発看板設置）

濁水流出対策 現場周辺清掃活動

環境配慮：グリーン購入

環境対応型エアコン設備　移行 車輌・燃料使用量削減の啓発活動

濁水流出対策（シート養生） 濁水流出対策（シート養生）

ＬＥＤ照明設備　移行

（濁水処理フィルター設置）
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